
高等学校 令和５年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 6 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

数学Ⅱ

数学

複素数という新しい数の体系に対し，数や式を多面的に見たり目的に応じて適切に変形したりする力，図形の構成要素間の関係に着目し，関数を利用して図形の性質を考察し表現する力，関数関係に着目し，事象を的確に表現してその特徴を表，式，グラフを相互に関連付けて考察する力，微分積分の分野の基礎を学習し，それを用いて適切に問題を解決したり，解決の過程や結果を批判的に考察し判断したりする力を養う。

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態度，問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養う。

25

単元の具体的な指導目標 思

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

知

【知識及び技能】
・複素数a+biという表し方にもとづいて、四
則演算を的確に行うことができる。
・虚数解をもつ場合も含めて、２次方程式を
正確に解くことができるようになる。
・因数定理などを用いて、３次式の因数分解
ができるようになる。
・高次方程式を解くことができるようにな
る。

【思考力、判断力、表現力等】
・パスカルの三角形や二項定理を、(a+b)^n
の展開式に応用させることができる。
・簡単な等式や不等式の証明を行うことがで
きるようになる。
・実数の四則演算を分数式の四則演算に応用
させ、的確に演算が行えるようになる。

【学びに向かう力、人間性等】
・具体的な計算をもとに、多くの展開や因数
分解を考えることができる。

○ ○ ○

態

数学Ⅱ

評価規準

・複素数，図形と方程式，様々な関数，微分積
分についての基本的な概念や原理・法則を体系
的に理解している。
・事象を数学化したり，数学的に解釈したり，
数学的に表現・処理したりする技能を身に付け
ている。

指導項目・内容

・複素数という数の体系に慣れ，数や式を多面
的に見たり目的に応じて適切に変形したりする
力を身に付けている。
・関数を利用して，図形の性質を論理的に考察
することや曲線で囲まれる図形の面積を求める
ことについて表現する力を身に付けている。
・関数関係に着目し，事象を的確に表現してそ
の特徴を表，式，グラフを相互に関連付けて考
察する力を身に付けている。
・三角関数，指数関数，対数関数を活用して問
題を解決したり，解決の過程や結果を批判的に
考察し判断したりする力を身に付けている。

定期考査 ○ ○

【知識及び技能】
・２点間の距離を求めることができる。
・数直線上や座標平面上で線分を内分外分す
る点の座標を求めることができる。
・与えられた条件を用いて、直線の方程式を
求めることができる。
・２直線の平行条件や垂直条件を理解し、そ
れを活用することができる。
・与えられた条件を用いて、円の方程式を求
めることができる。
・円と直線の共有点の座標が連立方程式を解
くことで求まることを理解し、その座標を求
めることができる。

【思考力、判断力、表現力等】
・円と直線の共有点の座標が連立方程式を解
くことで求まることを利用して、直線と円の
共有点の個数や、接線の方程式を求めること
への応用を考察することができる。
・不等式の表す図形を考察したり、説明した
りすることができる。
・与えられた連立不等式の表す領域を図示
し、それらを活用することができる。

【学びに向かう力、人間性等】
・関数のグラフによって図形を表すことに関
心を持ち取り組んでいる。
・円と直線の位置関係を，判別式や点と直線
の距離を活用して考えようとしている。
・不等式の表す図形を考えたり，説明したり
しようとしている。

１
学
期

方程式・式と証明
【知識及び技能】
・複素数という数の体系について理
解する。
・３次式の因数分解や多項式の除法
を用いて３次方程式を解くことがで
きるようになる。

【思考力、判断力、表現力等】
・パスカルの三角形や二項定理を活
用し、n次式の展開を考察すること
ができるようになる。
・等式や不等式の証明方法を理解
し、実際に証明を行う。

【学びに向かう力、人間性等】
・様々な計算を通して状況に応じて
適切に問題解決を試みる力を持つ。

定期考査

図形と方程式
【知識及び技能】
・内分や外分の意味を理解し、数直
線上や座標平面上の内分点外分点を
求めることができる。
・与えられた条件から的確に直線の
方程式を求めることができる。
・与えられた条件から的確に円の方
程式を求めることができる。
・軌跡について理解し、与えられた
条件から軌跡の方程式を求めること
ができる。
・与えられた不等式や連立不等式を
座標平面上の領域として図示するこ
とができる。

【思考力、判断力、表現力等】
・内分や外分の意味を理解し、数直
線上や座標平面上の内分点外分点を
考察する。
・与えられた方程式がどのような図
形を表すか、判断することができ
る。
・円と直線の位置関係を，判別式や
点と直線の距離を活用して説明する
ことができる。

【学びに向かう力、人間性等】
・関数のグラフによって図形を表す
ことに関心を持ち取り組んでいる。

・指導事項
３次の展開、３次式の因数分解、パスカルの
三角形、二項定理、多項式の除法、分数式、
複素数の定義と演算、２次方程式、解と係数
の関係、剰余の定理、因数定理、高次方程
式、恒等式、等式・不等式の証明など
・教材
教科書、問題集、タブレット端末の活用　等

（１組：加瀬）

【 知　識　及　び　技　能 】基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに，事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。

0 数学Ⅱ 4

（２組：加瀬） （３組：池田・依田）（４組：池田・依田）（５組：池田）

・指導事項
２点間の距離、内分外分、直線の方程式、点
と直線の距離、円の方程式、円と直線、円の
接線、軌跡、領域
・教材
教科書、問題集、タブレット端末の活用　等
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○

○
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○

1

数学

〇

都立光丘

（６組：池田）

【学びに向かう力、人間性等】

・数学のよさを認識し数学を活用しようとした
り，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断し
ようとしたりしている。
・問題解決の過程を振り返って考察を深めた
り，評価・改善したりしようとしている。

数学Ⅱ

配当
時数



○ ○

３
学
期

【知識及び技能】
・一般角による角の表現を的確に行うことが
できる。
・単位円を用いて様々な三角関数の値を求め
ることができる。
・相互関係などを用いて、三角関数の値を求
めることができる。
・基本的な三角関数のグラフをかくことがで
きる。
・周期の概念を理解し、三角関数が周期性を
持つ関数であることについて理解できてい
る。
・加法定理を用いて、三角関数の値を求める
ことができる。
・２倍角の公式や半角の公式を用いて、三角
関数の値を求めることができる。

【思考力、判断力、表現力等】
・弧度法の考え方を理解し、度数法と弧度法
の間の単位の変換を自在に行うことができ
る。
・単位円を活用して三角関数の性質を考察す
ることができる。
・三角関数のグラフの特徴について、式の変
化によって何がどのように変化するかを考察
することができる。
・三角関数の合成を活用して、やや複雑な三
角関数のグラフをかくことができる。

【学びに向かう力、人間性等】
・三角関数の式とグラフの関係について多面
的に考えようとしている。
・三角関数で学んだことを具体的な事象の考
察に活用しようとしている。

【知識及び技能】
・累乗根の性質を活用して、累乗根の計算が
できる。
・指数法則に基づいて、指数を活用しながら
様々な計算を行うことができる。
・対数の定義を理解し、簡単な対数の値を求
めることができる。
・対数の性質を活用し、加法減法の計算や底
の変換ができる。
・常用対数の値を用いて整数の桁数を求める
ことができる。

【思考力、判断力、表現力等】
・指数関数の値の変化やグラフの特徴につい
て多面的な考察をすることができる。
・対数関数の値の変化やグラフの特徴につい
て，多面的に考察することができる。
・指数関数や対数関数の単調性を活用して、
２つの数の大小を判断したり方程式や不等式
を解くことができる。
・対数の性質と常用対数表を活用して、様々
な対数の値の近似値を計算したり、大きな数
の桁数を求めることができる。

【学びに向かう力、人間性等】
・指数と対数を相互に関連付けて考えようと
している。
・対数関数の値の変化やグラフの特徴につい
て，表や式，グラフを相互に関連付けて多面
的に考えようとしている。
・指数関数・対数関数で学んだことを具体的
な事象の考察に活用しようとしている。

２
学
期

三角関数
【知識及び技能】
・角の概念を一般角まで拡張するこ
とや弧度法の基本的な考え方につい
て理解することができる。
・一般角に対する三角関数の定義及
びその相互関係などの基本的な性質
について理解する。

【思考力、判断力、表現力等】
・三角関数のグラフの特徴について
理解し、与えられた三角関数のグラ
フをかくことができる。
・グラフや単位円を活用して、三角
関数を含む方程式や不等式の解を考
察することができる。
・加法定理を活用して、２倍角の公
式や半角の公式、三角関数の合成に
ついての考察を行う。

【学びに向かう力、人間性等】
・単位円によって三角関数の値を求
めようとしている。
・単位円によって三角関数を含む方
程式や不等式の解を考察しようとし
ている。
・グラフの特徴を考察しようとして
いる。

指数関数・対数関数
【知識及び技能】
・累乗根の有用性やその性質を活用
することができる。
・指数法則に基づいて、様々な計算
を行うことができる。
・対数の定義を理解し、簡単な対数
の値を求めることができる。
・対数の性質を活用し、加法減法の
計算や底の変換ができる。
・常用対数の値を用いて整数の桁数
を求めることができる。

【思考力、判断力、表現力等】
・指数関数・対数関数の値の変化や
グラフの特徴について多面的に考察
することができる。
・指数関数・対数関数の単調性を利
用して２つの数の大小を判断した
り、指数関数を含む方程式や不等式
を解くことができる。

【学びに向かう力、人間性等】
・指数の拡張の意義についての考察
を意欲関心を持って取り組んでい
る。
・指数・対数を含む計算に意欲を
持って取り組んでいる。

1

1

【知識及び技能】
・導関数の定義を理解する。
・導関数の性質から導関数を求めることがで
きる。
・導関数を利用して微分係数や接線の方程式
を求めることができる。
・２次までの多項式で表される関数の不定積
分・定積分を求めることができる。
・定積分によって直線や曲線で囲まれた図形
の面積を求めることができる。

【思考力、判断力、表現力等】
・具体的な事象から一般の関数についての平
均変化率や微分係数を求め、その図形的な意
味を考察することができる。
・導関数から元の関数の増減が分かる事につ
いて考察し、極値を調べ、グラフの概形をか
くことができる。
・関数のグラフと方程式の実数解の関係につ
いて考察し、実数解の個数を調べたり、不等
式の証明に応用させることができる。
・直線や曲線のグラフの特徴を踏まえて関数
のグラフで囲まれた図形の面積がどのような
計算によって求まるかを考察することができ
る。

【学びに向かう力、人間性等】
・微分と積分の関係について関心を持って考
察しようとする。
・導関数を活用することや積分の計算に意欲
を持って取り組んでいる。

30

合計

140

25
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○ ○ 〇 1

〇

定期考査 ○ ○ 〇

微分と積分
【知識及び技能】
・導関数の定義を理解し、その性質
を利用して関数の導関数を求めるこ
とができる。
・導関数を利用して微分係数や接線
の方程式を求めることができる。
・関数の不定積分・定積分を求める
ことができる。

【思考力、判断力、表現力等】
・具体的な事象から一般の関数につ
いての平均変化率や微分係数を求
め、その図形的な意味を考察する。
・導関数から元の関数の増減が分か
る事について考察し、極値を調べ、
グラフの概形をかく。
・関数のグラフと方程式の実数解の
関係について考察し、実数解の個数
を調べたり、不等式の証明に応用さ
せることができる。
・積分の考えを利用して直線や関数
のグラフで囲まれた図形の面積を求
めることができる。

【学びに向かう力、人間性等】
・微分と積分の関係について関心を
持って考察しようとする。
・導関数を活用することや積分の計
算に意欲を持って取り組んでいる。

・指導事項
一般角、弧度法、三角関数の定義、相互関
係、方程式・不等式、加法定理、２倍角・半
角の公式、三角関数の合成
・教材
教科書、問題集、タブレット端末の活用　等

・指導事項
指数の拡張、累乗根、指数関数のグラフ、指
数関数を含む方程式・不等式、対数の定義、
対数の性質、底の変換公式、対数関数のグラ
フ、対数関数を含む方程式、不等式、常用対
数
・教材
教科書、問題集、タブレット端末の活用　等

・指導事項
平均変化率、微分係数、導関数、接線の方程
式、３次関数のグラフと極値、方程式・不等
式への応用、不定積分、定積分、微分と積分
の関係、面積
・教材
教科書、問題集、タブレット端末の活用　等

定期考査

定期考査


